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Osaka University
編
集
後
記
『
語
文
』
第
六
十
四
輯
を
お
届
け
し
ま
す
。
前
号
の
第
六
十
二
輯
・
六
十
三
輯
合
併
号
は
、
信
多
純
一
先
生
御
退
休
記
念
の
特
集
号
で
し
た
。
そ
し
て
次
回
第
六
十
五
輯
は
、
山
口
尭
二
先
生
の
御
退
休
記
念
号
で
す
。
本
来
、
次
回
も
合
併
号
に
す
る
べ
き
な
の
で
す
が
、
特
集
号
が
続
く
の
も
ど
う
か
と
思
わ
れ
、
第
六
十
四
輯
は
独
立
さ
せ
て
通
常
号
と
し
て
出
し
ま
し
た
。
特
集
号
の
は
ざ
ま
に
あ
る
本
誌
で
す
が
、
内
容
は
充
実
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
を
も
ち
退
官
さ
れ
る
山
口
先
生
の
論
文
を
戴
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
望
外
の
幸
せ
で
し
た
。
ま
た
、
卒
業
生
か
ら
の
投
稿
も
う
れ
し
い
も
の
で
す
。
大
学
院
生
の
論
文
は
、　
一
編
は
今
年
の
国
語
国
文
学
会
で
研
究
発
表
し
た
も
の
、
も
う
一
編
は
昨
年
度
の
修
士
論
文
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
力
作
で
す
。
次
回
の
特
集
号
は
も
と
よ
り
、
以
後
も
『
語
文
』
の
内
容
が
ま
す
ま
す
充
実
。
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
教
授
が
相
次
い
で
退
官
さ
れ
、
ま
た
講
座
制
は
大
講
座
制
へ
と
移
行
し
、
国
語
学
国
文
学
研
究
室
も
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
会
員
の
方
々
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
（渡
邊
志
津
子
）
語
文
　
第
六
十
四
輯
平
成
七
公
究
３
年
九
月
二
十
五
日
平
成
七
公
究
３
年
九
月
〓
一
十
日
編
集
。
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